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●本装置の操作、消耗
品類の交換、日常点
検など、本装置を正
しく使用し性能を維
持する作業を行うた
めに、右記の数値よ
りも充分に広い設置
スペースを確保して
ください。

●本装置は、図の傾き以上に傾けないようにして
ください。正常に動作しない場合があります。
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1.お使いになる前に

商品の構成
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1.お使いになる前に

本装置のファクス番号（発信元番号）と、会社名や部署名（発信元略称）を登録します。
ファクスを送信すると、相手先の記録紙の先端に、送信時刻などといっしょにこちらのファクス番号や名称
がプリントされます（発信元記録）。
また、発信元略称とは別の名称（発信元名称）を登録しておき、送信ごとに名称を使い分けることもできま
す。（�P32）発信者の名称を登録しておくと便利です。

ファクス番号と会社の名称を登録します
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ファクス番号と会社の名称を登録します
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ファクス番号と会社の名称を登録します

1
お
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1.お使いになる前に
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2.ファクスを送る

メモリに読み込んで送信するには（メモリ送信）









相手先の電話番号は、ワンタッチボタンを押すだけで指定することもできます。あらかじめ相手先をワン
タッチダイヤルに登録しておきます。（☛P124）ワンタッチダイヤルは最大84件まで登録できます。
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ワンタッチダイヤルで送信するには

1
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送信を中止するには



















「電話優先」の詳細を設定する
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3.ファクスを受ける

受信状況を確認したり、受信結果を確認したりすることができます。

受信状況／結果を確認するには
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4.外付け電話機を使う
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4.外付け電話機を使う

PB信号によるプッシュホンサービスを利用することができます。具体的なご利用方法については、各サー
ビス提供元へお問い合わせください。



4.外付け電話機を使う

リモート番号を入力してファクスを受信するには
（リモート受信）
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5.コピーする

A4 にセットします。（☛P41）











［セット］ボタンを押します。
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5.コピーする
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拡大／縮小してコピーするには

1
お
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原稿の枠などを消してコピーするには
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お
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5.コピーする

原稿の枠などを消してコピーするには（枠消し）
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5.コピーする
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5.コピーする





















MEMO



ファクスの受信に関する便利な機能について説明し�
　ています。�

３その他の便利な機能を使う�
　ファクスのさまざまな機能について説明しています。�

４各種レポート／リストをプリントする�
　通信に関するレポートや、登録内容を確認するため�
　のリストについて説明しています。�

５いろいろな機能を登録／設定する�
　本装置をより機能的にお使いいただくための設定変�
　更や各種登録の手順を、まとめて紹介しています。�

６ご参考に�
　各種のオプション機能、主な仕様、保守サービスの�
　ご案内などについて説明しています。�

こんな使い方ができます。�
応用編で取りあげる各機能を、利用目的ごとに�
分けて紹介しています。�

この取扱説明書は、基本編と応用編から構成され�
ています。基本編はファクスの基本的な使用方法�
について、応用編はより便利なファクスの機能に�
ついて説明しています。�

本装置を取り扱ううえで知っておくと便利な
事項、操作へのアドバイスなどの補足説明
です。�

この表示は、本装置を取り扱ううえでの
注意事項を示します。�

この表示を無視して、誤った取り扱いをする
と、本装置の本来の性能を発揮できなかっ
たり、機能停止を招く内容を示します。�

 ※文中で操作パネルのボタンを表記する場合、�
　 イラスト、または［　］で囲んで示します。�
  （例：　　　　ボタン、［クリア］ボタン）�
　 ディスプレイ内に表示されたボタンを表�
    記する場合、『　』で囲んで示します。�
  （例：『入力モード』（画面選択ボタン））�
　 数値などをダイヤルボタンを押して入力す�
　 る場合、「～を入力します。」と表記します。�
  （例：相手先の電話番号を入力します。） �
�
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こんな使い方ができます
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こんな使い方ができます





ワンタッチダイヤルを登録する

０１ 受信ﾓｰﾄﾞ�
０２ ﾀﾞｲﾔﾙ登録ﾓｰﾄﾞ�
０３ 設定ﾓｰﾄﾞ�
０４ 登録ﾓｰﾄﾞ�

項
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1.送信の便利な機能を使う

名称や電話番号を登録するには（ダイヤル登録）
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1.送信の便利な機能を使う
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1.送信の便利な機能を使う
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1
送
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3
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2.受信の便利な機能を使う
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お知らせ
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受信した原稿を転送するには
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受信した原稿を転送するには
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送
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3.その他の便利な機能を使う

ファクス番号と電話番号を使い分けるには
（ダイヤルイン）
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3.その他の便利な機能を使う

サブアドレスを設定して通信するには
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3.その他の便利な機能を使う

サブアドレスを設定して通信するには













3.その他の便利な機能を使う

Fコードやパスワードを指定して特定の相手先と通信する
には

186
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3.その他の便利な機能を使う

Fコードやパスワードを指定して特定の相手先と通信する
には
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受信側の操作で通信を行うには（ポーリング通信）
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3.その他の便利な機能を使う







205



［▼］または［▲］ボタンを押して「登録モー
ド」を反転表示させ、［セット］ボタンを押し
ます。

2
項目を選んでください�

登録/設定�
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親展で通信を行うには
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ファクスランプが点灯し、ファクスモードになります。

�Ÿ �����y������������

���'���y�
����������

自動受信�宛先を入力してください�

標準� ふつう� 文字�
ﾌﾞｯｸ送信�
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3.その他の便利な機能を使う

汎用ボックスを活用するには（汎用ボックス）



































5 ［▼］または［▲］ボタンを押して設定項目を
反転表示させ、［セット］ボタンを押します。

6

各項目を設定します。
各項目を設定したあと、［セット］ボタンを押してください。
〈自動プリント〉
［▼］または［▲］ボタンを押して、通信管理レポートを40通
信ごとに自動的にプリントするかどうかを反転表示させます。

〈指定時刻プリント〉
［▼］または［▲］ボタンを押して、時刻を指定するかどう
かを反転表示させ、［セット］ボタンを押します。
例：する

通信管理レポートをプリントする時刻を24時間制で入力し
ます。
例：午後5時30分

入力を間違えたときは、『 』または『 』（画面選択ボタン）
を押してカーソルを間違えた文字まで移動し、入力し直しま
す。［クリア］ボタンを押して最初から入力し直すこともで
きます。

０
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各種の通信結果を確認するには
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2

ワンタッチパネルを3枚開いて、［レポート出
力］ボタンを押します。

ﾚﾎﾟｰﾄ�

０１ 通信管理ﾚﾎﾟｰﾄ�
０２ ﾀﾞｲﾔﾙﾘｽﾄ�
０３ ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾘｽﾄ�
０４ 原稿ﾘｽﾄ�
０５ 親展文書ﾘｽﾄ�

項目を選んでください�

親展文書リストがプリントされます。

�Ÿ �����y������������
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登録／設定した内容を確認するには

3

［▼］または［▲］ボタンを押して「ダイヤル
リスト」を反転表示させ、［セット］ボタンを
押します。

ﾚﾎﾟｰﾄ�

０１ 通信管理ﾚﾎﾟｰﾄ�
０２ ﾀﾞｲﾔﾙﾘｽﾄ�
０３ ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾘｽﾄ�
０４ 原稿ﾘｽﾄ�
０５ 親展文書ﾘｽﾄ�

項目を選んでください�

4

［▼］または［▲］ボタンを押してプリントす
るダイヤルリストを反転表示させ、［セット］
ボタンを押します。
例：ワンタッチダイヤルリスト2
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ダイヤル登録でいろいろな通信機能を設定するには
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5.
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5.いろいろな機能を登録／設定する
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ダイヤル登録でいろいろな通信機能を設定するには
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しない

※／うすく／ふつう／こくしない

※／文字／文字/写真／写真しない

／A3 ／B4 ／A4

／B5 ／A5

ADF（自動原稿送り装置）

／するしない

／押す押さない

各機能の参照先

�P42

�P43

�
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5.いろいろな機能を登録／設定する

よく使う送信のモードをホームポジションとして設定する











6



3





�P289）
•プリント機能の使用者制限：
コピーや、レポートをプリントするときの暗証番号（使用者暗証番号）を登録します。

送信機能の使用者を制限する
ファクスを送信するときの使用者暗証番号を登録します。この



3
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1
送
信





2

289

使用者を制限するには

1
送



5.いろいろな機能を登録／設定する

使用者を制限するには　　　（使用者制限）
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5.いろいろな機能を登録／設定する

登録／設定の操作一覧















305

登録／設定の操作一覧
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5.いろいろな機能を登録／設定する

登録／設定の操作一覧
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シ
ス
テ
ム
設
定

316





��

０１ 時計ｾｯﾄ�
０２ 発信元番号�
０３ 発信元略称�
０４ 発信元名称登録�
０５ 親展ﾎﾞｯｸｽ�登録ﾓｰﾄﾞ�

項目を選んでください�
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5.
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登録／設定の操作一覧
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5.いろいろな機能を登録／設定する
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5.いろいろな機能を登録／設定する
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登録／設定の操作一覧



●原稿読み取り部を清掃すると

きは、電源を切ってください。
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6.ご参考に
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ト ド ナ ニ ヌ ネ ノ ハ バ パ

ヒ ビ ピ フ ブ プ ヘ ベ ペ ホ

ボ ポ マ ミ ム メ モ ャ ヤ ュ

ユ ョ ヨ ラ リ ル レ ロ ヮ ワ

ヰ ヱ ヲ ン ヴ ヵ ヶ

Α Β Γ Δ Ε Ζ Η Θ Ι

Κ Λ Μ Ν Ξ Ο Π Ρ Σ Τ

Υ Φ Χ Ψ Ω

α β γ δ ε ζ η

θ ι κ λ μ ν ξ ο π ρ

σ τ υ φ χ ψ ω

А Б В Г Д Е Ё Ж З

И Й К Л М Н О П Р С

Т У Ф Х Ц Ч Ш Щ Ъ Ы

Ь Э Ю Я

а
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